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論 文 内 容 の 要 旨

 研究目的

 中枢神経系の各種疾患においては，血脳関門（blood

brain barrier， BBB）を主体とする関門機構の障害がお

きやすい．しかし，現在，臨床的にBBBの変化を簡単

にしるよい指標はない．

 廃老は，99mTcOτの血中より髄液中への移行の程度を

動物実験および臨床例で測定し，臨床的に簡便にBBB

の機能を判定する方法を検討した．

 方法および対象

 血中より髄液中への99mTcO；の透過を阻止する機

能すなわち透過阻止能を血中9gmTcoτactivity／髄液中

9gmTcOτactivity（透過阻止係数， barrier ratio， BR）で

表わした．

 BRは，99mTcOτ静注2時間後に，静脈採血および

腰椎穿刺による髄液採取を行ない，各検体のcount per－

minuteを測定して求めた．ラット髄液は，後頭環椎間

硬膜を露出し，硬膜に小切開を加えて採取した．

 実験動物には，ウィスター系成熟ラット64匹を使用し

た．脳損傷モデルは，ラット脳内に膿球を埋没し，高周

波誘導加熱装置を用いて鉄球に生じるジュール熱を利用

して恒常的な脳損傷を作成した．実験動物を無処置群

（21匹），鉄球埋没のみの群（14匹），鉄球埋没後加熱損

傷を加えた群（16匹），加熱損傷後ステロイド剤を使用

した群（13匹）に分類し，各群のBRを測定した．

 臨床例は，東京女子医科大学脳神経センター入院患者

および外来患者で，脳シンチグラフィーを施行した101

例を対象とした．その内訳は，脳腫瘍17例，脳血管閉塞

性疾患21例，高血圧性脳出血8例，正常圧水頭症11例，

頭蓋内感染症7例，重症頭部外傷4例，てんかん11例，

その他22例である．その他の22例中より神経学的所見，

頭部単純撮影，脳波，脳シンチグラム，脳血管撮影など

に異常のみられない10例を正常対照群とした．

 動物実験の歯群，臨床各疾患群のBRは，それぞれ

の対照群と比較検討された．

 結果

 1）脳損傷ラットのBRは，対照群に比して推計学

的に有意の差をもつて低値を示した．

 2）脳損傷後ステロイド剤を使用したラット群におい

ては，非使用例にくらべBRが推計学的に有意の差を

もつて正常化することが認められた．

 3） グリオーマ群，転移性脳腫瘍群，高血圧性脳出血

群，正常圧水頭症群，頭蓋内感染症群，重症頭部外傷群

などでは，BRは対照に比し推計学的に有意の差をもつ

て低下していた．

 4）てんかん群では，BRがある程度低下する傾向が

みられた，

 5）髄膜腫群のBRは対照群との問に有意の差を示

さなかった．

 結論

 脳損傷ラットおよび脳損傷の明らかな臨床例において

は，正常対照群にくらべて推計学的に有意の差をもつて
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していた．この差は，損傷脳における血脳関門の機能不

全に関係すると考えた．

 血中99mTc◎の髄液への移行度の測定は，静脈採
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血，腰椎穿刺という簡便な手技により行なうことができ

るので，血脳関門の臨床検査法として有用であると考え

る．

論 文 審 査 の 要 旨

本論文は，血脳関門の透過性を臨床上簡便に計測する方法を開発した学術上価値あるものである．
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